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指標の必要性 
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 Sustainability means living well, within the means of nature 

持続可能性とは、自然の能力の限界内で、より良い生き方を送ること。 
             （オーバーシュートを回避しつつ） 



環境容量（環境収容力、バイオキャパシティ）を超えた資源消費（生態系
サービスの消費）が行なわれている状態。 

 ＝自然の供給能力を超えた水準の生態系サービスの需要が続いてい
る状態。⇒ 一時的には可能であるが、永続的・持続的ではない。 

     

オーバーシュート 

出典：ワケナゲル＆リース。2004年。『エコロ
ジカル・フットプリント』p.99。（合同出版） 
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エコロジカル・フットプリント分析 
• エコロジカル・フットプリント （需要サイド） 

 

(出典: グローバル・フットプリント・ネットワーク) 

人類が現在の社会生活を維持するために必
要な、生態系に対する需要量を示す 

例えば、私たちの食卓に日々並んでいる米・
野菜・肉・乳製品などの食料品は、その生産に
耕作地や牧草地を必要とする。同様に、家具
などの木材製品の木材を供給する森林地が
必要だ。 
 
このように私たちの生活を支えるために必要と
なる全ての土地・水域面積を合計した値がエコ
ロジカル・フットプリントである。 
 
この値が高ければ高いほど「環境負荷が高
い」ということになる。 



エコロジカル・フットプリント分析 

バイオキャパシティ （供給サイド） 
バイオキャパシティは土地が供給できる
再生可能な資源生産量と廃棄物吸収量
を示している 

左の図は、地球の供給可能なバイオキャパ
シティを土地面積の割合で表したものだが、
驚くべきことに高い生物生産力を有する土
地・水域面積は地球表面の22%程度にすぎ
ず、後の78%は砂漠・氷床・不毛地・生物生
産力の低い海域である。 

(出典:『エコロジカル・フットプリント・レポート日本2009』) 



エコロジカル・フットプリント分析 

• グローバル・ヘクタール (Global Hectare) 

エコロジカル・フットプリントとバイオキャパシティは、そ

の計算過程で、実際の土地面積をグローバル・
ヘクタール(gha)に変換される。 
 

グローバル・ヘクタールは「資源を生産し、廃棄
物を吸収する能力の世界平均値を持つ
陸地水域1ヘクタール」と定義される。 
 
この統一的な単位を使用することで、世界の(または国
家間の)エコロジカル・フットプリントとバイオキャパシ
ティの公平な比較分析が可能となる。 

１．包括性 
２．比較性 
３．見える化 



エコロジカル・フットプリント分析 
• オーバーシュート 

人類のエコロジカル・フットプリントが地球のバ
イオキャパシティを超過した状態をオーバー
シュートと呼ぶが、最新の研究結果から、1970
年代に人類のエコロジカル・フットプリントは
オーバーシュートに突入したことが確からしい。 
 
2008年度には、世界のバイオキャパシティの約
1.5倍超過していた。 

EF=182 億gha  (一人当2.6gha) 
BC=120億gha  (一人当1.8gha) 
 
このままのトレンドが継続すれば今世紀の半ば
前には地球2個分のバイオキャパシティが必要
となる。 

Global Footprint Network, Agence Française de Développement, and Climate Change Commission of the  
Philippines. 2012. A Measure for Resilience: 2012 Ecological Footprint of the Philippines Report.  Page 68. 
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人間開発指標 HDI （0.8以上が人間として適した開発段階にあるとされる） 
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持続可能な開発 
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WWF, Global Footprint Network, et al. 2006, LPR 2006. 



応用事例（世界） 

 
 

出典）「日本のエコロジカル・フットプリント2012」加筆 



応用事例（日本） 

 

出典）「日本のエコロジカル・フットプリント2012」加筆 



研究の方向性・課題 



その他の課題: 
 - 事後継続的影響管理（Prolonged Impact Management ）のＥＦ 
    例： レアアースなどの金属資源の採掘・製錬 
       原子力エネルギー利用に伴う放射性廃棄物管理 
 

時間的空間の拡大責任 

地
理
空
間
的
拡
大
責
任 

現世代の消費 

時間軸 

出典：和田喜彦2007年。「エコロジカル・フットプリント指標の応用動向と今後の課題： 
事後継続的影響管理（PIM）コストの算入について」『日本LCA学会誌』  3（1）：3-10.  

地理空間軸 



エコロジカル・フットプリント
分析とその応用 
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Thank you for your listening  
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